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ふるさと歴史探訪
このコーナーは、ふるさとの歴史や文化財などを紹介します。

※原則２ヶ月に１度の掲載となります。

長野（永野）金山
　長野金山は，寛永１７年（１６４０年），宮之城領主島津久通によって発見されました。幕府か

ら採掘の許可が下りると，藩では鉱夫６,０００人を集め，最盛期には多くの人々が住み，商店や屋

敷が建ち並び，大変な賑わいを見せ，藩の財政を支えていたようです。明治に入ると，西洋技術の

導入に工場電力化が進み，昭和２８年まで３００年余りの金山盛衰の歴史が刻まれました。

　産金量が減少した金山を再興するため，明治１０年（１８７

７年），フランス人鉱山技師ポール・オジェを招き，新式採金

法に改良されました。胡麻目坑には，採鉱課の本部が置かれ，

現場の指揮をとっていたようです。鉱石は電車で約１.５ｋｍ離

れた三番滝搗鉱所へ運ばれ，坑夫の入退坑もここに集中してい

ました。

　また，ここには，変電所や鍛冶工場，鉱夫控室，風呂場など

が付属していました。

　明治４２年（１９０９年），鉱業館長として着任した西郷

菊次郎（西郷隆盛の子）は，青少年の教育に力をそそぎ，文

武の指導を行い，夜学校を建設し，幾多の人材を輩出されま

した。

　その志を受け継ぎ，現在も西郷菊次郎顕彰剣道大会が開催

されています。

　明治４０年（１９０７年），三番滝に新搗鉱所が建設され

ると，胡麻目坑から三番滝搗鉱所までの約１．５ｋｍの間は，

山神集落側にレールが敷設されました。その間にある，九郎

太郎川と平八重川には，高さ約２４ｍの木橋が架けられまし

た。その後，大正３年（１９１４年）に，橋脚を石造にして

鉄橋に架け替えられました。

胡麻目坑でのトロッコ列車（電気式）

鉱山の坑道略図

トロッコ列車の線路の橋脚

と　き　　１１月２日（日曜日）　午前１１時　＝開演＝

ところ　　薩摩農村環境改善センターホール

講　師　　㈱島津興業　尚古集成館副館長　松 尾 千 歳 氏

テーマ　　「永野金山と島津」（予定）

※入場は無料です。

シリーズ③

とうこう

くろう

たろうがわ ひらばえがわ

【永野金山特別記念講演会のご案内】

がんばれ 認定農業者!!　シリーズ29
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福 留 官 一 さん 　福留さんは，水稲４haと生産牛７頭を経営されてい

ます。また，中山間地域等直接支払制度における下手

東集落協定の会長も務めています。

　集落では，高齢化が進み，人も減る中，農地を守っ

ていきたいという意識の中で，電柵や草払いなどに取

り組んでいます。

　農業の現状は，原油の高騰で飼料などが高くなり，

農業者にとって，厳しい時代を迎えているといいます。

　福留さんは「農業情勢の厳しい中，如何に経費を抑

えて，効率よく生産性を上げるかが大切で，これから

先は，経営感覚を持って，農業に取り組むことが必要

です」と話されました。

さつま町紫尾
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